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め
て

し
た
も
の

の
侍
来
と
利
用
を
指
摘
し
て
ゐ
る
黙
は
、
著
者
の
新

第
四
筒

風
土
記
の
述
作

第
一

土
記
の
成
立

韓
見
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
を
数
歩
進
め
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
か

く
て
著
者
は
、
出
典
の
指
摘
は
、
そ
の
場
に
最
も
妥
首
な
正
し
い
注
を
行
な
ふ

第
三
章

諸
国
風
土
記
の
述
作

乙
と
で
あ
る
と
の
立
て
前
か
ら
、

宇
佐
中
心
と
し
て
、
敷
多
の

こ
の
う
ち
著
者
が

を
注
い
だ
と
思
は
れ
る
も
の
は
第
三
篇
で
あ
っ

同
の
中
か
ら
「
直
接
」
の
出
典
を
っ
き
と
め
よ
う
と
し
た
の
が
第
五
章

て
、
ま
さ
に

の
摩
巻
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

の
出
典
考
は
、
文
選

で
あ
る
。

• 

の
表
現
の
直
接
の
出
典
を
突
き
と

類

ム
使
し
て
、

さ
て
第
一
一
鯖
以
下
は
、
一
一
首
は
ば

の
本
論
で
あ
っ
て
、
次
の
や
う
に
構
成

め
、
河
村
秀
根
の
「
書
紀
集
解
」
の
説
を
訂
正
し
た
所
が
多
く
、
第
四

lこ
お

さ
れ
て
ゐ
る
。

第一一第
一
章

第
三
章

第
三
章

第
四

第
三第第一一

第
三

第
四

第
五

第
六

い
て
は
、
文
章
上
同
じ
特
色
を
も
っ
巻
を
、
(

a

)

神
代
紀
、

(
b
)
紳
武
紀
!

古
事
記
の
述
作

安
康
紀
、
(

C

)

雄
略
紀
|
崇
峻
紀
、

(
d
)
推
古
紀
|
天
智
紀
、

(

e

)

天
武

「
原
古
事
記
」
よ
り
「
古
事
記
」
へ

(
f
)
持
統
紀
の
六
群
に
分
け
て
、
そ
の
特
色
を
詳
細
に

し
、
第
五

来日

の
性
格
ー
そ
の
侍
承
的
要
素
に
つ
い
て
|

に
お
い
て
は
、

し
て
ゐ

の
表
現
が
曜
に

一
の
語
句
を
取
捨
し
て

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
語
句
の
原

こ
れ
に
奉
輿
し
て
ゐ
る
こ

• 

古
事
記
の
文

と
ぞ
明
ら
か
に
し
て
、
前
人
未
踏
の
魔
女
地
を
開
拓
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
更

J性

日
本
書
紀
の
述
作

に
注
目
す
べ
き
は
、

六
章
に
お
い
て
、
わ
が
上
代
歌
謡
の
名
稽
「
振
(
曲
)
」

書
名
考

と
「
歌
」
と
号
、
中
国
の
そ
れ
と

さ
せ
て
考
察
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

日

即
ち
×
×
振
(
曲
)
と
い
ふ
の
は
、
歌
調
の
初
旬
(
或
い
は

ご
句
)
に
よ
る

の
注

出
典
考

命
名
法
で
、
そ
れ
は
中
園
築
府
詩
の
命
名
法
に

れ
た
も
の
で
あ
り
、

0

日

の
文
章

O
歌
と
い
ふ
の
は
、
曲
節
叉
は
内
容
に
よ
る
命
名
法
で
、

乙

の
そ
れ

訓
話
を
通
し
て
み
た
る
日
本
書
紀
の
表
現

に
よ
る
も
の
と
し
、
上

歌

ヤ
)
歌
は
中

の
と
聾
歌
、

は
中

の

め
ャ
る
中
国

に
基
づ
い
た
も
の
だ
と
し
て
ゐ
る
。

と
の
交
渉

評

五
五



書

評

五
ノ¥

こ
の
や
・
つ
に

歎
す
べ
き
新
見
に
満
ち
満
ち
て
居
り
、
そ
れ
が
著
貫

と
こ
ろ
で
、
私
も
従
び
か
ね
る
説
で
あ
る
。

な
貰
謹
的
態
度
を
以
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
ゐ
て
、
近
来
稀
れ
に
見

一
、
古

、
景
行
天

の
傑
に
、

著
で
あ
る

ね
ば
な
ら
な
い
。

小
碓
命
者
、
平
=
東
西
之
荒
一
脚
及
不
ν
伏
人
等
-
也

• /、

と
あ
る
が
、

そ
の
中
の
「
東
西
」
に
つ
い
て
、
著
者
は
、

乙
れ
は
文
字
通
り
の

東
と
西
の
意
で
は
な
く
、

の
ー「

」
に
よ
る
も
の
で
、
あ
ち
こ
ち
の
荒

以
上
、
か
い
撫
で
の
紹
介
に
了
っ
て
申
し

な
い
次
第
で
あ
る
が
、
最
後
に

ぷ
る
紳
の
意
に
と
る
べ
き
で
あ
り
、

コ
チ
ゴ
チ

(
コ
ナ
タ
ソ
ナ
タ
)
な
ど
の

通

に
無
申つ
い
た
二
三
の

に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し

を
嘗
て
て
よ
い
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

(一
一ニ

ct
一
頁
)
な
る
ほ
ど
こ
、
だ
け
見
れ
ば

，句、。
ふ，.，
u

そ
れ
で
よ
さ
さ
う
で
あ
り
、

叉

引
用
さ
れ
た
雄
略
紀

求

一、

五
、
梅
花
歌
序
の
中
の
「
詩
紀
落
梅
之
篇
」

(
紀
州
本
・
西

党
」
や

土
記

「
迷
=
於

こ
な
ど
の
東
西
は
、
ま
さ
し
く
そ
の

で

本
願
寺
本
以
下
)

の
「
詩
」
を
板
本
に
は
「

に
作
っ
て
ゐ
る
が
、
著
者
は

あ
る
が
、
前
掲

「
東
西
之
荒
神
及
不
伏
人
」
は
、
や
は
り
文
字
通
り
に
東
と
西

こ
れ
を
王
勃
な
ど
の
詩
序
の
例
に
倣
っ
た
も
の
と
し
て
、

「請
L

が
正
し
い
と

の
志
に
解
寸
る
万
が
一安
首
な
や
う
に
思
は
れ
る
。
と
い
ふ
の
は
、
景
行
記
の
本

同
執
さ
れ
て
ゐ
る
。

(一意

t
八頁
)
し
か

号l

さ
れ
た
王
勃
な
ど
の

文
を
見
る
と
、

詩
序
に
お
け
る
「
請
」
の
用
法
と
栴
花
歌
序
の
そ
れ
と
は
、

用
法
を

於
v
是
天

2

B

o

 

-
-
-
-
詔
之
、
聞
方
有
一一熊
関
越
一
一人
刊是
不
v
伏
元
ν

故

し
て
屑
り
、
且
つ

「半

で
は
以
下
の
文
が
ど
う
し
て
も
落
ち
つ
か
な
い
。

乙

取
=
其
人
等
-
而
遣
。

の
造
化
の
三
紳
と
別
天
榊
五
柱
の
ゴ
了
五
の
敷
に
は
、
明

こ
れ
を
三
皇
五
帝
と
結
び
つ
け

mU
吊》

天
皇
既
所
一
一以
思
=
吾
死
-
乎
、
何
=
遣
凶
万
之
悪
人
等
-
而
、
返
参
上
来
之

③

@

 

問
、
未
v
経
ニ
幾
時
「
今
更
平
一
一
遣
東
方
十
一
一
道
之
悪
人
等
刊

。品
v

吊
v

。
。
。
。
。

天
皇
、
亦
頻
謝
一
一
倭
建
命
二
一一口一一向和
三平
東
万
十
二
道
之
荒
夫
琉
紳
及
一

都
槽
波
奴
人
等
一
而
、

〉
は
や
は
り
「
詩
」
に
従
ふ
べ
き
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
再
言
し
て
著
者
の
再

考
を
煩
は
せ
た
い
。

一
、
古
事
一

-
・
・
遣
之
時
、

ら
か
に
中
園
思
組
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、

ら
れ
た
(
一
一
宮
一

tz一頁
)

の
は
、

行
き
過
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の

は
既
に

と
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
東
と
西
と
が

さ
れ
て
居
り
、
前
掲
の
文
は
こ
れ
と

榊
田
秀
夫
君
が

て
ゐ
る

闘

十
」
三
十
七
年
十
一
一
月
腕
)

間
一
除
し
た
す
〈
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
貼
に
つ
い
て
も
著
者
の
再
考
を



煩
は
せ
た
い
。

一
、
古
事
記
の
ヨ
ミ
ウ
タ
(
讃
歌
)
と
琴
歌

の
ヨ
ミ
ウ
タ

(
余
美
歌
)
と

は
別
の
も
の
で
、
前
者
は
中
闘
の

歌
に
基
づ
い
て
「
よ
り
」
と
云
ふ
う
に

び
方
の
名
栴
を
古
事
記
が
採
用
し
た
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
後
者
は
一

祝
歌
の
意
の
「
嘉
み
歌
」
と
解
す
る
方
が
よ
か
ら
う
(
五
五
八

1
九
頁
)
と
さ
れ
て

ゐ
る
の
に
は
、

語
法
上
疑
問
が
抱
か
れ
る
。

)
の
ミ
は
マ
打

ヨ
ミ
ウ
タ
，..町、

四
段
活
用
の
連
用
形
で
甲
類
の
ミ
で
表
記
さ
れ
る
。

(
余
美
歌
)
の

ヨ
ミ
ウ
タ

こ
れよ

は
マ
行
四
段
活
用
の
動
詞
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
寡
聞
に
し
て
「
嘉

美
は
、
ま
さ
に
甲

の
蝦
名
で
あ
る
。
従
っ
て
飴
美
を
動
詞
と
見
れ
ば
、

h
u
L

と
い
ふ
四
段
活
用
の
動
詞
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
。
叉
も
し
、
琴
歌

譜
は
既
に
甲
乙
雨
類
の
似
名
が
胤
れ
て
ゐ
る
か
ら
と
い
ふ
な
ら
、

こ
れ
を
乙
類

の
そ
れ
に

持
へ
て
み
て
も
よ
い
。
さ
う
す
る
と
マ
行
k
一
一
段
活
用
の
u

工「
嘉
む
」
と
い
ふ
上
一
一
段
の
動
調
が
あ
っ
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と

ょ「
嘉
み
し
と
解
す
る
こ
と
は

と
な
る
が
、

、
、
〉
戸
、
弘
、
。

'引

N
+
'
'
F
p
u
w

こ
の
や
う
に
考
へ
る
と
、

「
余
美
」
、

無
理
の
や
う
で
あ
る
。
動
調
と
考
へ
る
以
上
、
や
は
り
古
事
記
と
同
じ
「
讃
歌
」

の
意
に
と
る
方
が
穏
や
か
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
も
あ
れ
、

の
や
う
な
す
ヤ
れ
た
大
著
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
著
者

の
た
め
に
も
皐
界
の
た
め
に

に
堪
へ
な
い
。

い
て
中
下
の
二
巻
が
出

て
、
目
出
た
く
完
結
す
る
日
の
早
か
ら
ん
乙
と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

(
A
5
判

七一一八一氏、

昭
和
三
十
七
年
九
月
刊
、
七
一
一
一
c
c
園
、
塙

干日

-
一
二
人
・
六
・
一
七
稿
|

書

評

A

5
判

の
特
色

一
、
本
文
は
西
本
願
寺
本
を
底
本
に
し
、
現
存
の
あ
ら
ゆ
る
古
写
本
・
断

簡
の
類
に
つ
い
て
厳
密
な
校
合
を
加
え
た
。

一
一
、
本
文
批
判
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
諸
説
を
広
く
吸
収
す
る
と
共
に
、
…

著
者
の
本
文
研
究
の
成
果
を
も
反
映
さ
せ
た
。

三
、
訓
に
つ
い
て
は
、
現
代
に
お
け
る
最
新
の
所
説
を
批
判
的
に
摂
取
し
、

一
万
、
著
者
の
私
訓
も
積
極
的
に
加
え
、
歌
と
し
て
広
葉
集
の
正
し

い
姿
を
復
原
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

問
、
題
詞
・
左
注
な
ど
の
漢
文
に
は
、
返
り
点
を
施
し
た
。
ま
た
、
軟
に

対
し
て
も
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
返
り
点
を
施
し
た
。

五
、
氏
本
の
文
字
が
、
現
在
の
新
字
体
と
一
致
す
る
も
の
は
つ
と
め
て
新
一

字
体
を
採
用
し
た
。

六
、
目
録
は
解
体
し
、
題
詞
の
下
の
脚
注
欄
に
必
要
な
部
分
を
摘
記
し
た
。
一

O
南
葉
学
会
会
員
に
は
、
十
月
末
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
方
に
限
り
、
一

部
七
百
五
十
円
(
送
料
と
も
)
で
お
頒
ち
す
る
。
直
接
塙
一
回
め
て
に

申
し
込
ま
れ
た
い
。東
京
都
文
京
区
春
木
町
二
ノ
一
一
三

京
都
大
学
助
教
授

関
西
大
学
助
教
授

大
阪
市
立
大
学
教
授

高

小木佐

島下竹

憲正昭

之俊広

共

著

t
」

A

.

、Iノ
」
マ

ιJ
、

f
l
↑

F
f
L
一i』
y

定
価

八
二

O
円

中
央
会
堂

|振
;替

l 東

J)~ 

j¥、
七

/¥ 

五房

五
七



上
代
闘
係
雑
誌
論
文
目

誌
論
文
目
録

(
昭
和
三
十
七
年
四
月

t
六
月
〔
含
前
回
補
選
〕
)

人

歌

集

の

筆

録

者

森

|
助
詞
一
丹
」
の
表
記
を
中
心
と
し
て

l

人

麻

お

け
る
用
字
の
一
特
性

人

げ

る

中
古
・
上
古
の
「
ソ
」
系
指
示
語
につ
い
℃
清
水

ー
上
古
指
示
髄
系
考
察
の

一
環
と
し
て

l

「
今
た
た
す
ら
し」

「
た
ま
き
は
る
」
お
よ
び
同
系
語

に

つ

い

て

ー

そ

の
一ーー

後
れ
ゐ
て
轡
び
つ
つ
あ
ら
ず
は

!
巻
二
の
歌
・

三
ー

ふ
る
雪
は
あ
は
に
な
ふ
り
そ

!
巻
一一

の
歌
・
四

l

二
三
六
番
歌
考

上
代

和
歌
史
に
お
け
る
三
歌
人

惇
請
の
作
家
た
ち

磐
姫
皇
后

イ~I
媛
贈
答
歌
の略に
性
格

「
山
吹
の
花
」
雑
感

動
調
の
接
辞
佑

|
蔦
事
訴
の
一
行
く
」
と
「
来
」

l

般
名
表
記
と

久
松
中
西

清
水

阿
蘇

|司清
水

町
方

井
上

蜂
矢

土口、
氷

令↑a

喝戸、
6

、

H
V
プ沼

久
松

同市
村

潜
進
千
代

淳
司

瑞
枝

克
彦

和
夫
展
子

宣
朗功登

f百潜
宏

高
葉
三
四
六

O
番

歌

考

田

中

貞

三

-
一
首
に
表
わ
れ
た
ロ
唱
歌
か
ら
記
載
欲
へ

の
過
程
1

「
猿
一
一
鴨
似
」
の
訓

武
智

治

者

木
下

時
雨
ふ
り
濡
れ
通
る
と
も

尾
崎

寓
葉
一
一
四
一
八
歌

「
何
名
負
榊
」
の
試
訓

(
五
月
)

古
代
文
皐
(
昭
夫
、
二
月
)

同

(
一一)

オ
M
U

E
『
什

女
人
短
歌
臼
(
六
月
)

同

(
一一)

-
一

1zb
 
i
 

古
代

(昭
夫
、
三
月
)

|司

閥
文
皐
(五
月
)

前
葉
難
解
散
私
解

l
語
法
的
観
鰍
か
ら
寸
る
試
み
l

前
向
葉
名
歌
講
話
(
第
一
五
八
同
)

辻

南
葉
山
制

(
四
月
)

潰
田

古
代

同
(
第
一
五
九
回
)

l司

(
昭
夫
、
一
ニ
月
)

同

(第

一
六

O
問
)

に
お
け
る

の
年
代
未
詳
河歌岡
野の

(
四
月
)

同名
古(五月
)

弘文
皐
叩

t乙
すt3
け
る

若中間
j貰川題

十
三
の

r一、

大〕
お
(
六
月
)

初
島
・・
高
察
遺
跡
め
ぐ
り
l

東
北
地
方

l
(寓
葉
地
理
の

究
)一扇
畑
谷

語
文
日
会
月
)

凶
文
皐
(
四
月
)

闘
東
東
・
南
部
(
同
)

同
(
六
月
)

-
北
部
(
同
)

田
謹

同

中
部
東
海
道

松
田

(五
月
)

(
同
)

丘
八

雅正
俊
暢
挟

まt義
胤

披汐幸
子 宏

J出
雄

幸
雄

好
夫

愛
媛
闘
文
研
究
日
(
一一月
)

高
葉
mM

(
四
月
)

と
文
襲

(
五
月
)

歌
と
評
論
(
四
月
)

開
会
月
)

同

(
六
月
)

と
代
文
原
研
究
曾
曾
報

日

(
六
月
)

愛
媛
同
文
研
究
日
(
一月
)

富
士
宮
月
)

同

(
五
月
)

に同

皐い否
551:て G
28 

(
五
月
)

語
文
日
(
穴
月
)

臼
路
(
五
月
)

同 国
文
事

会
月
)

1司!同



北
陸
地
方

(I)

(
同
)

北
陸
地
方

(E)

(
同
)

大
和
東
・
北
部

(
同
)

大
和
西
・

(
同
)

情
河
地
方

(
同
)

紀
勢
地
方

(
周
)

山
背
・
近
江

(
同
)

山
陽
・
山
陰

(
同
)

淡
路
・
四
国

(
同
)

九
州
東
・
北
部

(
同
)

九
州
西

筑
波

る
須
賀
の
荒
野
に
他

清
田

竹
内
金
治
郎

堀
内

坂
口

北
島

吉
永

長
谷

犬
養

森
脇

若
漬

松本
村田

民
一保

霞
江登

章
久孝夫

汐
子

英
一光子

筑
紫
な
る
に
ほ
ふ
子
ゆ
ゑ
に
他
(
同
)
鹿
児
島

人
妻
と
何
か
其

は
む
他

道
の
謹
の
荊
の
宋
に
他

(
同
)

津
の
園
の
海
の
渚
に
他

(
同
)

庭
に
立
つ
麻
手
苅
り
干
し

歌
の

と
そ
の
賓
例

森
本

上
代

係
雑
誌

四

(
同
)
五
味

(
同
)
宮柴

生
田

五長
浬

柊一一稔

美
代
子

治
吉

雨l

同
(
縮
稿
)

同

歌
と
地
方
歌

の

同同

あ
づ
ま
歌
に
見
え
る

日
本
の
地
方
官
制
に
及
ぼ
し
た

中
国
の
影
響

集
と
古
典
教
育

同

高崎

同

大
串
に
お
け
る
高
葉
集
研
究

同

前
向
葉
集
と
「
蛇
性
の
淫
」

同

「
高
葉

」一

Lー

と

同

良
寛
の
歌
と

(
仁
)

同

の一た
ま

は
出
で
な
む
」

l

海
人
族
の
侍
承
と
古
代
歌

同同

と
奮
僻

古

記
の

同同同同同同同同

l
 
-n
 

久
松

潜

今
井
幅
治
郎

コネ之
ヰ木'宮

崎
中
間

市
村

木
村

崎
I-U 

Fl 
谷

次
回

紳土
堀橋

筏賀
古

中
島

克
一寸

し」

健
三進:ム:敏英

高
明

員
幸

紀
元忍寛現J明

正
元

』悦

次五
九

(
ハ(

月

)

-
童
岐
・
封
馬
(
同
)

臥
曾
の
歌

(
判
土
作
品
の
鑑
品

の
見
越
の
崎
の
他
(
同
)

八

立

つ

古
代
文
撃
に
現
は
れ
た
る

出
雲
の
特
殊
性

1
古
事
記
に
お
け
る
出
雲
府
内
承
の
一
矢
歌
を
め
ぐ
っ
て
ー
・

古
事
記
儒
書
説
は
根
操
薄
弱

で
あ
る
か
(
上
)

日
本
書
紀
成
立
に
お
け
る

民
族
的
傾
斜
の
一
影

女
亙
と
し
て
の
紳
功
皇
后
に
つ
い
て

l
日
本
書
紀
本
文
を
通
じ
て

l

「
神
話
」
の
展
開

文
翠
(
五
月
)

同|司同ゴ叫上
代
文
事
研
究
禽
禽
報
日

(六月
)

コ刊静
岡
女
子
短
大
紀
要
8

5
一月
)

古
代
文
皐
(
昭
夫
、
二
一
月
)

の
水
女
子
大
人
文
科

要
日
(
ゴ
一
月
)

要

高
葉
必

(
四
月
)

一
回
大
〕お

闘
語
と
圃
文
皐
(
六
月
)

古
代
文
皐
(
昭
夫
・
ゴ
一
月
)

(人

〔
明
大
〕
9

大
紀
要

跡
見(宮一
月
)



報

告

天
孫
降
臨
神
話
の
て
ご
の

守

俊
彦

海
宮
神
話
と
豊
玉
姫
説
話
と

正
元

殖
に
つ
い
て

西
岡

5.4 

野
遊
び
小
考

高
里

盛
岡

E4e-l
 

『

t

土
記
の
榊
々

昇-

福1

常
陸
風
土
記
魔

~ 

一一回一、、.，/

大
久
保

強

日
本

惟
精

に
於
け
る
臆
報
思
想

緒
方

本
日
本
軍
異
記

泉

道

琴
歌

の
基
踏
的
事
項
に
閥
す
る
考
察
)

宇
佐
美
多
津
子

討
論
・
古
代
文

研
究
に
お
け
る
今
日
の
焦
貼
と
倣
貼

I，J !l 
野

貞
男
、

太
田

ムムロ

六
O

28 

(
五
月
)

報

告

文

(
五
月
)

(
五
月
)

O 
言ト

上
代
文

(
六
月
)

本
製

二
郎
博
士
が
、
六
月
廿
三
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん

伊
伊
』
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

で
副
学
思
を
想
い
、
あ
わ
せ
て

闘

(
四
月
)

(上
古代
G文

(
旅
行

入
梅
に
は
ほ
ど
遠
い
こ
ろ
か
ら
の
、

日

か

れ

乙
と
し
の

O
初
夏
の

一
国
旗
行

七
回
)

闘

が
、
ャ
あ
い
よ

宇
佐
見
せ
て
く
れ
た
。
嘗
日
|
五
月
廿
六
日
(
日
)
朝
、
と
こ

り
雨
が
あ
っ
た
り
な
ど
し
て
い
く
ら
か
出
足
が
鈍
っ
た
よ

(
五

月

)

訓
貼
語
と
訓
貼
資
料
忽

(
六
月
)

ろ
に
よ
っ
て
は

う
で
あ
る
が
、

井
で

誌塁手
6習

文
事
曾

っ
て
み
れ
ば
、
や
は
り
パ
ス
二
台
を
仕
立
て
ね

ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
綿
勢
百
四
十
能
名
の
一
行
と
な
る
。
遠
ノ
は
東
京
か
ら
、

・
名
古
屋
方
面
か
ら
、
あ
る
い
は
姫
路
か
ら
と
、
一
日
旅
行
に
し

(
五
月
)

ま
た

て
は
ず
い
ぶ
ん
か
ら
の
参
加
を
得
た
。
小
敏
生
の
お
子
さ
ん
を
伴
な

わ
れ
た
家
族
づ
れ
、
街
着
に
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
靴
を
は
き
パ
ラ
ソ
ル
持
参
の
気

輔
な
い
で
た
ち
の
お
ま
が
た
、
時
折
歩
み
を
と
め
で
は
句
帳
あ
る
い
は

を
は
し
ら
せ
る
方
々
、
さ
ら
に
拝
観
・
小

生
子
、
尼
崎

暢
)i~ 

、
伊
原

鴻
巣

問
、
谷

隼
雄
、
古
代

文
山
学
(
昭
夫
、
一

ニ月
)

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
を
び
ら
い
て

副
学
界
展
望
・
古
代

賀
古

明

同

同

書
評

・
久
米
常
民
普

「
陥
葉
集
の
前
詠
歌
」

本

田

議

議

解
轄
と
鑑
賞
(
四
月
)

憩
・
聾
食
の
時
な
ど
き
っ
と
ピ
れ
か
忘
れ
物
を
す
る
と
い
う
買
に
多
彩
で
愉

快
な
一
行
で
あ
っ
た
。
的
乙
う
し
た
一
行
で
あ
っ
た
こ
と
、

M
W
聾
食
時
、
こ

れ
に
参
加
の
車
命
同
委
員
が
委
員
同
宮
氏
宅
の
手
厚
い
お
も
て
な
し
に
つ
い
く

つ
ろ
さ
、
お
ま
け
に
一
聞
が
い
つ
も
の
熱
心
さ
で
駄
の

I司

(
六
月
)

論
究
日
本
文
胞
子
1

(一一
一
月
)

曾
開
催
に
つ
い
て

t
摘
し
た
こ
と
、
が
叫
凶
と
な
っ
て
、
強
定
よ
り
ず
っ
と
時
聞
を
挺
し
た
の



で
、
藤
定
を
礎
.
史
し
て

敵
裕
に
合
わ
せ
て
、
岡
寺
、
岡
宮
祉
、
橘
寺
、

合
で
び
と
ま
ず
解
散
し
た
。
そ
の
後
、
各
自
の

天
武

・
持
統

十
一
日

(
月
)

(
火
)
的
葉
旅
行

(
費
用
概
I

一ニ
不
闘
以
内
|

川
原
宮
枇
、

交
通
費

・
宿
泊
費

・
日
付
棚
料
等
諸
費
用
を
含
む
)

陵

池
古
墳
、

欽
明
陵
な
ど
を
お
と
ず
れ
、
住
昔
を
い
た
く
懐
古
し

〔
旅
路
〕

全
路
パ
ス
使
用

棲

井

下

i
聖
林
寺
l
崇
峻
院
|
倉
橘
川
|
(
詣
橋
山
・

一
説
、
小
倉
山
遠
望
)
|
多
武
峯
・

談
山
紳
一
位
(
拝
観

・
霊
食
)
(
間
宮

一

民
民
生
家
で

)
l細
川

1

2
川
山
・
南
関
山
遠
望
)
l
石
舞
台
(
解
散
)

な
お
、
大
半
は
聖
林
寺
以
後
、
多
武
峯
下
ま
で
パ
ス
を
利
用
し
た
。

(
パ
ス
)

(
第
一
日
)
京
都

世

)

経

岬

綾
部
天
橋
立

元
外
宮

(
宿
泊
)

宮
津

本
庄

(
宇
良
紳

た。

(

第

二

日

)

天

橋

立

宮

津

小

潰

|
↓
琵
琶
湖
両
岸
|
大
津
l

京
都

※
研
究
設
表
(
二
十
五
分
)
希
望
者
は
、
題
D

・

名

・

氏

名

を

明

記
し
、
要
旨
(
八
百
字
程
皮
)
を
添
え
て
、
八
月
末
日
ま
で
に
準
合
本
部
宛

三
万
五
湖

愛
知
峠

O 

お
申
込
み
く
ピ
さ
い
。

費
納
入
に
す
る
傑
項
)
ぞ
、
第
十
三
年
度
(
機
闘
誌
「
南

葉
」
第
四
十
九
挽

t
第
五
十
二
挽
護
行
配
付
)
よ
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正

い
た
し
ま
す
。
御
諒
承
願
い
あ
げ
ま
す
。

は
、
年
額
六
百
閣
の
(
誌
代
を
含
む
)
を
年
度
内
に
納
入
す
る
。

曾
則
第
五
項
(

※
的
懇
親
曾
・
蔦
葉
旅
行
の
参
加
希
望
者
は
、
参
加
項
目
を
明
記
し
、
九
月
末

日
ま
で
に

例
宿
舎

係
の
も
の
の
う
ち
、
な
る

rけ
曾
場
に
近
く
、

古
都
の
味
わ
い
あ
る
と
こ
ろ
を
あ
て
る
諜
定
。
一
泊
二
食
六
百
園
程
度
)

強
約
希
望
者
は
、
希
望
日
時
を
明
記
し
、
八
月
廿
四
(
土
)
ま
で
に

ω例
と

も

に

、

部

宛

『
往
復
は
が
き
』
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
そ

校
共
梼
組

j告:

の
後
決
定
の

項
を
御
連
絡
申
し
あ
げ
ま
す
。

前
納
の
乙

九
日
(
士
)
午
後
一
時

講

師

土

橋

午
後
五
時

(
十
一
月
九
日

t
十
三
日
)

於
同
ぷ
祉
大
副
学

吾
、
揮
潟
久
孝
各
氏

司
程
度
)

曾

O
昭
和
三
十
八
年
度

寛
、
大
野

懇
親
曾
(

※
出
張

と
多
く
、
と
く
に

《
旅
行
》
は
パ
ス
利
用
の
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

先
着
五
十
名
で
う
ち
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
懇
親
曾
・
旅
行
と

も
に
、
申
込
者
数
次
第
で
ま
だ
ま
だ
個
人
負
措
軽
く
な
る
理
定
で
す
。

切
手
封
入
の
う
え
、

入
用
の
方
は
、
十

部
宛
お
申

十
日
(
日
)
午
前
九
時
半

研
究
護
表
曾

於

同
志
祉
大
串

越
し
く
だ
さ
い
。

告



【

名

訂

】

住
所
饗
更

洩

野

晃

伊

勢

市

吹

上

町

五

二

三

麻
生
朝
道
福
岡
市
草
ケ
江
本
町
四
丁
目
一
一
六
城
西
園
地
一
、
三
三
四

伊

丹

昇

千

葉

豚

茂

原

市

高

師

一

O
一
二
三
ノ
一
長
生
高
校
公
舎
内

稲
村
柴
一
松
江
市
古
士
山
原
町
一
一

O
六

岩
波

芳

二

東

京

都

練

馬

匝

模

台

二
ノ
一

大

久

保

強

姫

路

市

香

持

一

六

五

O

有
本
様
方

大
谷
寛
治
横
演
市
一
戸
塚
直
田
谷
町
一
住
友
電
工
内

金
井
清
一
大
宮
市
吉
野
町
二
ノ
一
三
四
五
ノ
五
五

佐
々
木
茂
子
東
京
都
杉
並
匝
井
荻
一
ノ
四
二

佐

藤

真

策

山

形

豚

村

山

市

楯

岡

一

、

一

二

五

上
古
史
研
究
曾
伊
勢
市
宇
治
浦
田
町
緑
ケ

E
六
四
九

曽
田
文
雄
大
津
市
石
山
平
津
町
七
二
七
滋
賀
大
墜
事
喜
朗
学
部
構
内
官
舎

妻
丸
調
子
東
京
都
調
布
市
小
島
町
一
一
六
園
立
電
鏑
通
信
大
皐
宿
舎

二
二
ノ
一

津
之
地
直
一
豊
橋
市
八
町
通
五
ノ
一
四
一

中
島

京

子

喜

多

方
市
上
町
若
林
様
方

中

西

進

東

京

都

杉

並

匝

西

高

井

戸

一

ノ

一

一

一二

橋
本
四
郎
(
玉
津
中
母
校
教
諭
)
紳
一
戸
市
垂
水
匝
玉
津
町

後
住
宅
五
四
蹴

古

谷

陽

子

島

根

賂

周

吉

郡

西

郷

町

中

町

五

賀

屋

様

万

本

田

義

者

京

都

市

右

京

両

桂

艮

町

一

ヲ

ア

一

光

和

荘

宮

地

裕

東

京

都

北

匝

王

子

一

二

l
七

王

子

住

宅

R
F
日

村

山

出

旭

川

市

川

端

町

四

隣

八

丁

目

吉

岡

和

子

松

山

市

道

後

御

出

町
八
二
六

改
正
並
び
に
住
所
饗
冨

正
子
(
新
聞
姓
馬
杉
)

松
尾

玲
子

町

名

上

田

英

夫

日
輪
寺
市

新

人

池
田
友
次
郎

伊

藤

洋

子

鍛

治

初

江

上

林

敬

子

此
島

正

年

近
藤

信
義

境

田

隆

芳

静

岡

大

事

附
麗
闘
書
館

賞
践
女
子
大

附
属
園
書

中
西
美
知
代

能
網
真
知
子

長
谷
川
節
子

藤

田

昌

弘

細

木

永

子

地

ア

ツ

子

三
谷
栄
一

峰
山
み
さ
子

山

崎

良

幸

若

林

輝

夫

公
会
北
五
蹴

』l
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吹
田
市

水
六
O
ノ
七

六
二

丹
羽
)

園
地
三
一

尼
崎
市
常
吉
字
中

蹴
館
ニ

O
三

室

西
武

更
熊
本
市
湖
東
町
四
六

神
戸
市
東
臨
御
影
町
石
屋
三
反
田
二
八
六

大
阪
府
柏
市
高
井
田
六
六
九

泉

佐

野

市

町

七

三
六

西
宮
市
油
開
町
一
一
二
安
倍
様
方

弘
前
市
袋
町
二

O

東
京
都
武
戴
野
市
御
殿
山
二
丁
目
一一二

九
七

宮
崎
市
和
知
川
原
町
二
四
四
島
内
ア
パ
ー
ト
一
一
蹴

静
岡
市
大
岩
二
丁
目

京
都
櫨
谷
直
常
磐
松
町

一
O
一

奈
良

北

葛

城

芝

町

平

野

一
O
八
四

大
阪
市
住
吉
一協
粉
演
中
之
町
三
ノ
三

井
上
様
方

名
古
屋
市
千
種
隔
鍋
屋
上
野
町
九
四
三

東
京
都
台
東
隠
谷
中
箕
島
町

一
ノ

一

鎌

田

様

方

大
阪
市
住
吉
岡
粉
潰
中
間
ノ
一

三
五

天

榊

様

方

大
阪
市
佐
野
間
腹
見
町
一
一
一
丁
目
二
三

東
京
都
世
田
谷
回
世
田
谷
四
丁
目
七
二
一

大
阪
市
住
吉
岡
沼
塚
山
中

一
ノ
一
二
五
山
口
様
万

高
知
市
北
門
筋
一
間
女
子
大
公
舎

八
尾
市
弓
削
府
後
作
宅
六
六
八

市
川
市
岡
附
台
町

一
ノ
一



後

記

一

O
冬
以
来
の
異
常
に
不
順
な
領
候
が
作
物
に
輿
え

た
容
は
大
き
い
と
い
い
、
ま
た
集
中
豪
雨
に
よ
る
水

害
の
ζ

と
も
た
び
た
び
報
ぜ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
こ
れ

ら
被
災
の
方
々
に
お
見
舞
申
述
べ
、
あ
わ
せ
て
諸
民

に
暑
中
お
見
舞
申
し
あ
げ
る
。

O
本
脱
が
お
手
許
に
届
く
乙
ろ
に
は
、
暑
熱
の
中
、

前
挽
詳
報
の
と
お
り
、
美
夫
君
志
舎
が
そ
の
創
立
廿

五
周
年
を
記
念
し
て
企
宣
さ
れ
推
進
さ
れ
た
「
高
葉

研
究
連
合
大
曾
」
が
上
代
閥
係
諸
島
4

曾
協
力
の
も
と

に
開
催
さ
れ
て
い
る
務
定
で
あ
る
。
盛
曾
を
祈
る
。

O
公
私
御
多
端
の
中
を
ま
げ
て
、
「
書
評
」
を
お
寄

せ
く
だ
さ
っ
た
倉
野
先
住
、
長
篇
を
再
度
分
割
改
稿

願
っ
た
川
端
民
、
に
お
わ
び
し
御
躍
申
し
あ
げ
る
。

O
つ
ぎ
に
、
別
項
「
報
告
」
の
「
初
夏
の
寓
葉
二
回

旅
行
」
に
際
し
、
事
前
準
備
に
あ
た
ら
れ
た
蜂
矢
笈

朗
・
西
宮
一
民
雨
氏
、
昔
日
の
案
内
・
休
憩
に
一
家

を
あ
げ
て
奉
仕
さ
れ
た
西
宮
御
一
家
に
、
乙
の
誌
面

を
か
り
て
深
謝
申
し
あ
げ
る
。

O
昭
和
廿
六
年
七
月
、
準
禽
輩
足
し
て
よ
り
、
こ
こ

に
満
十
二
年
を
迎
え
、
本
誌
も
暁
を
重
ね
て
四
十
八

を
算
す
る
に
い
た
っ
た
。
廿
八
名
の
護
起
人
連
名
の

「
事
曾
遊
足
の
僻
」
を
同
拳
同
好
の
各
位
に
御
覧
い

た
だ
き
、
大
方
の
御
賛
同
を
得
て
、
創
刊
腕
を
世
に

送
り
出
す
ま
で
の
陣
痛
を
味
わ
っ
た
も
の
の
ひ
と
り

と
し
て
感
慨
な
き
を
得
な
い
。
い
ず
れ
の
大
曲
て
あ

る
い
は
研
究
所
に
も
所
属
せ
ず
、
ま
た
利
追
求
に

走
ら
ず
、
と
い
っ
て
趣
味
的
な
も
の
に
堕
す
る
こ
と

な
く
、
よ
く
も
ζ

こ
ま
で
歩
み
得
た
も
の
だ
、
と
思

う
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
乙
乙
に
曾
員
各
位
の
厚
い
御

援
助
の
賜
と
ひ
と
え
に
謝
認
を
表
し
、
同
時
に
今
後

と
も
嬰
ら
ぬ
お
力
添
え
を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
る
。

O
右
の
曾
員
各
位
よ
り
の
御
力
添
え
に
あ
っ
て
、
も

っ
と
も
あ
り
が
た
い
の
は
、
次
.
項
以
下
に
申
述
べ
る

曾
費
の
期
限
内
納
入
の
乙
と
、
諸
曾
合
に
参
加
を
得

る
と
と
、
の
二
者
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
な
ん
と
い

っ
て
も
曾
員
各
位
日
ご
ろ
の
御
研
鎮
の
成
果
を
惜
し

み
な
く
お
寄
せ
い
た
だ
く
乙
と
で
あ
る
。
商
業
誌
、

あ
る
い
は
基
金
豊
か
な
機
闘
誌
、
合
同
員
数
・
曾
費
年

額
が
首
皐
曾
と
ほ
ぼ
同
額
で
も
百
ペ
ー
ジ
前
後
の
も

の
を
一

i
二
冊
し
か
護
刊
せ
ず
、
稿
料
を
捻
出
し
て

い
る
機
関
誌
な
ど
の
よ
う
に
、
原
稿
料
を
お
渡
し
す

る
こ
と
が
全
然
で
き
は
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

た
っ
て
御
寄
稿
の
ほ
ど
を
と
、
ょ
う
お
願
い
し
な
い

の
で
あ
る
。
く
り
か
え
ず
乙
と
に
な
る
が
、
分
量
の

多
寡
に
拘
泥
さ
れ
る
乙
と
な
く
、
「
高
葉
に
闘
す
る

各
分
野
の
研
究
論
文
」
を
、
第
四
十
五
蹴
後
記
に
お

い
て
お
願
い
申
し
あ
げ
た

一一
、
三
の
乙
と
を
お
含
み

の
う
え
、
い
つ
な
り
と
、
ど
ん
な
に
短
く
と
も
、
遠

慮
な
く
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申

し
あ
げ
る
。

O
「
報
告
」
欄
に
お
い
て
御
諒
承
得
た
い
と
お
願
い

し
た
と
お
り
、
次
年
度
(
つ
ま
り
次
蹴
)
以
降
の
曾

費
を
年
額
六
百
に
改
正
さ
せ
て
い
た
ピ
く
。
近

印
刷
協
曾
が
一
ニ
割
値
上
げ
を
申
合
わ
せ
、
す
で
に

去
月
か
ら
賞
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
創
刊
首
初
は

文
部
省
の
研
究
成
果
刊
行
費
補
助
金
を
得
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
満
八
年
年
額
一
一一百
闘
を
維
持
し
て
い

た
が
、
以
川
四
年
十
月
以
降
年
額
問
百
固
と
改
め
た

(
品
川
三
披
「
報
告
」
欄
参
照
)
。
そ
れ
が
今
回
は
満

四
年
に
し
て
一
躍
六
百
闘
に
改
定
せ
ぎ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
合
同
務
の
一
端
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
、
ま

た
一
曾
員
と
し
て
遺
憾
に
た
え
な
い
。
な
に
は
と
も

あ
れ
、
各
般
の
事
情
御
賢
察
い
た
だ
き
、
引
績
き
御

購
讃
賜
わ
り
た
い
。
本
蹴
を
も
っ
て
そ
の
ζ

と
の
御

案
内
申
し
あ
げ
、
振
替
掛
込
用
紙
を
お
届
け
し
た
は

ず
で
あ
る
。
継
績
購
讃
希
望
の
万
々
は
、
次
暁
分
か

ら
は
、
新
曾
費
に
よ
っ
て
お
掛
込
み
願
い
た
い
。
ま

た
、
ま
こ
と
に
申
し
あ
げ
に
く
い
こ
と
な
が
ら
、
す

で
に
誌
代
数
蹴
分
に
わ
た
っ
て
お
梯
込
み
い
た
、た
い

て
い
る
方
々
に
つ
い
て
も
、
次
挽
分
か
ら
新
規
命
同
質

に
よ
っ
て
精
算
せ
さ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
御
了
解
を

得
た
い
。
諸
氏
の
日
ご
ろ
の
御
協
力
に
深
謝
し
、
重

ね
て
お
願
い
申
し
あ
げ
る
。

O
本
年
度
の
常
感
曾
主
催
の
公
開
講
演
曾
・
研
究
笹

表
曾
・
見
感
旅
行
は
、
土
橋
寛
・
清
水
克
彦
・
伊
藤

博
三
民
の
御
蓋
力
に
よ
っ
て
、
別
項
「
柚
原
告
」
の
と

お
り
ほ
ぼ
決
定
を
み
た
。
多
数
の
御
参
加
を
期
待
す

る
。
と
く
に
、
研
究
費
表
・
宿
舎
希
望
の
お
方
は
、

要
項
に
よ
っ
て
な
る
べ
く
早
く
お
申
込
み
い
た
だ
き

た
い
。

六
三



久

巻

第

一

巻

第

二

巻

第

三

士
一
、
二

O
O国

菊
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製

入。。
九
五

O

巻

第

四

一
、
三

0
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巻

第

五

巻

第

六
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O
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0
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一
、
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O
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第

十

一
、
五

O
O国

九
O
O

九
0
0

九
0
0

巻
第
十
一

一
、
五

0
0

中

東
京
都
中
央
匡
京
橋
二
ノ
一

巻

第

七

巻

第

八

巻

第

九

〔授

央振

替

口

座

東

京

三

四

番

公

六
周

一
、
本
曾
は
寓
葉
接
合
同
と
稽
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
曾
員
と
は
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
曾
員
の
研
究
費
表
機
闘
誌
と
し
て
季
刊
「
寓
葉
」

を
遊
行
す
る
。

一
、
本
曾
は
随
時
、
高
葉
に
闘
す
る
見
聞
学
旅
行
、
文

献
の
展
観
、
研
究
謹
表
曾
、
講
習
曾
、
聞
書
の

出
版
、
そ
の
他
を
行
う
。

一
、
曾
員
は
年
額
四
百
園
の
曾
費
を
納
入
す
る
(
誌

代
を
含
む
)

一
、
本
曾
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山

関
西
大
型
文
皐
部
間
交
感
研
究
室
内

に
お
い
て
行
う
。
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